
 

※令和４年度以降入学生用 
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令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 
単位

数 
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使用教科書 最新情報Ⅰ （実教出版） 

副教材等 30時間でマスター Word＆Excel 2016（Windows10 対応） （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

皆さんが生活する「情報社会」では、情報の獲得と選択が重要です。多くの情報を獲得し、その

中から適切な情報を選択することが成功のためには不可欠です。間違った情報に惑わされず適切

な情報を獲得する方法を考えましょう。また、情報社会では多くの情報を獲得するだけでなく、

ＳＮＳなどの発達により情報を発信する立場にもある。情報を情報伝達の特性を考えて、情報を

発信する者として、他者の気持ちを考えるようにする。 

さらに、ビジネスで活用できるワープロ、表計算、プレゼンの基本的なソフトウェアの活用方法

を学び、将来のビジネススキルの向上を目指します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学

習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社

会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深

め技術を習得するとともに、情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

（２）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技

術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

（３）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し，技能

を身に付けているととも

に，情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会

と人間との関わりについて

理解している。 

事象を情報とその結び付き

の視点から捉え，問題の発

見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に用

いている。 

情報社会との関わりについ

て考えながら，問題の発見・

解決に向けて主体的に情報

と情報技術を活用し，自ら評

価し改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

４ 

～
５
月 

第

１

章 

 

情

報

社

会

と

私

た

ち 

１ 情報社会 

・情報社会の現状について

理解する。 

・情報の特性について理解

する。 

・情報のモラルと情報化が

個人に及ぼす影響につ

いて理解する。 

a: 情報社会の現状と情報の特性

を理解している。 

情報化のもたらす問題点を考え

ることができる。 

b:情報化のもたらす問題点につい

て、自らの行動を振り返るとともに

その問題点の改善方法を考察す

ることができる。 

c: 授業に興味を持って参加しようと

しているか。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

２ 情報社会の法規と権利 

・知的財産権について理解

する。   

・他人の著作物を適切に利

用したり，自分の著作物

を公開したりする方法を

理解する。 

・個人情報とプライバシーに

ついて理解し，それらを

保護する方法を身に付け

る。 

 

 

a:知的財産権の概要を理解して

いる。 

 個人情報やプライバシーに関

する権利を理解している。 

b: 著作物の取り扱い方を理解

し、著作物を適切に利用するこ

とができる。 

 個人情報やプライバシーに関

する問題について、周辺の事象

と照らし合わせ、その改善点を

考察することができる。 

c: 個人情報の保護に関心を示し

ているか。 

著作権を侵害しないように著

作物を利用する態度を身に付

けているか。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

３ 情報技術が築く新しい 

社会 

・社会の中で利活用されて

いる情報技術について理

解する。 

・様々な情報技術について

理解し，課題解決の方法

をについて考える。 

a:現在利用されている情報技術

について理解している。 

b:新しい情報技術について理解

するとともに、その情報技術が

社会の問題解決に役立てる方

法を考察することができる。 

c: 社会の中の情報システムにつ

いて，興味や関心を持っている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 



 

※令和４年度以降入学生用 

ワープロソフトの活用 

・漢字、カタカナ、英語など

多様な文字を区別して入

力できるようにする。 

・文書の書式を適切に変更

できるようにする。 

・簡単なビジネス文書の作

成を行う。 

a: 漢字、カタカナ、英語など様々

な種類の文字が入力できるよう

になる。 

b: 文書の書式を適切に変更できる

ようになり、簡単なビジネス文書

（表を含まない）が作成できる。 

c: ワープロソフトに興味を持って参

加しようとしているか。 

実技テスト 

提出物 

実技テスト 

提出物 

 

提出物 

 

一
学
期 

６ 

～
７
月 

第
２
章 

メ
デ
ィ
ア
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

１ メディアとコミュニケーション 

・メディアには種類があるこ

とを理解し，メディアの発

達について知る。  

・メディアの特性について理

解し，目的に応じたメディ

アを選択することができ

る。 

・コミュニケーションの形態

には違いがあることを理

解する。 

・インターネットを活用したコ

ミュニケーションの特徴に

ついて理解する。 

a:メディアの種類と特性について理

解することｇできる。 

 インターネットのコミュニケーション

の特徴について理解している。 

b:伝達する情報に応じて適切にメ

ディアを選択することができる。 

情報メディアや表現メディアを活

用し，主体的に情報を発信する

ことができる。 

情報の信憑性や信頼性につい

て吟味し，情報の真意を読み解

くことができる。  

c: メディアを活用症とする主体的

な態度を身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

２ 情報デザイン 

・社会の中で利用されてい

る情報デザインについて

理解する。 

・情報を正確に，わかりやす

く伝える方法について理

解する。 

    

a:情報デザインについて理解して

いる。 

情報をわかりやすく伝達するた

めの文字や図の表現の工夫，

表やグラフ，配色の工夫など基

本的な方法を理解している。 

b: 効果的なコミュニケーションや問

題解決のために，主体的に情報

を整理したり，わかりやすく伝達

したり，操作性を高めたりするこ

とを身につけている 

c:情報デザインに関して興味をも

ち、わかりやすい伝達方法につ

いて考える努力をしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 情報デザインの実践 

・報告書やレポート，論文を

作成するための手順につ

いて理解する。  

・プレゼンテーションの手順

とスライド作成について理

解する。 

・Ｗｅｂページ作成の方法に

ついて理解する。 

 

a:報告書等の文書を作成する手順

を理解している。 

スライド作成の方法を理解して

いる。 

Ｗｅｂページの作成方法を理解

することがきる。 

b:文書作成の際に、レイアウトや書

式を考えることができる 

テーマに沿ったスライドを作成

し、そのスライドを活用して効果

的な説明することができる。 

c:わかりやすい資料を作成するた

めの技術の向上について努力し

ている。 

定期考査 

実技テスト 

小テスト 

定期考査 

実技テス 

 

提出物 

 

 

 

提出物 

ワープロソフトの活用 

・表の編集を行う 

・簡易地図などの簡単な図

の作成を行う 

・図や表を含む複雑なビジ

ネス文書の作成を行う。 

a: 表の編集が適切にできるか 

図形描写を活用して、簡単な地

図が作成できるか 

b: 複雑なビジネス文書（図や表を

含む）が作成できるか 

c: ワープロソフトに興味を持って参

加しようとしているか 

実技テスト 

提出物 

実技テスト 

提出物 

 

提出物 

 

二
学
期 

８ 

～
１
０
月 

第
３
章 

シ
ス
テ
ム
と
デ
ジ
タ
ル
化 

１ 情報システムの構成 

・コンピュータの構成と動作

の仕組みについて理解す

る。 

・ソフトウェアの種類とインタ

ーフェースについて理解

する。 

a:コンピュータの構成について理解

している。 

ソフトウェアの種類とインターフェ

イスについて理解している。 

b: コンピュータを構成する各装置

の機能と相互の関係考え，適切

に接続して動作させることができ

る。 

情報機器を相互に接続するため

に，適切なインタフェースを選択

することができる。  

c: コンピュータを構成する装置とそ

の性能について興味・関心を示

し，自分で調べようとしている。  

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ 情報のデジタル化 

・アナログとデジタルの違い

について理解する。 

・2進数と情報量の関係に

ついて理解する。 

・コンピュータの演算の仕組

みを理解する。 

・数値や文字をデジタル化

する方法を理解する。 

・コンピュータでの数値の計

算方法について理解す

る。 

・音声をデジタルで表現す

る方法について理解す

る。 

・静止画や動画をデジタル

で表現する方法について

理解する。 

・情報のデータ量を小さくす

る方法について理解す

る。 

a:アナログとデジタルの違いを理解

する。 

２進数の計算を理解するとともに

情報量との関係も理解する。 

音声、静止画、動画のデジタル

化について理解する。 

b: 数値・文字の情報を目的に応じ

て適切にデジタルで表現でき

る。 

論理回路による演算の仕組みに

ついて説明することができる。 

2進数・10進数・16進数を用い，

目的に応じて適切に情報量を

表現できる。 

c: ・数値・文字・音声・画像などの

デジタル化された情報を，主体

的かつ適切に取り扱おうとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

第
４
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

１ 情報通信ネットワーク 

・情報通信ネットワークの構

成について理解する。 

・ネットワークを効率的に利

用するための取り決めに

ついて理解する。 

・Webページとメールの仕

組みについて理解する。 

・ネットワークを通じてデー

タを効率よく転送する工

夫について理解する。 

a: 通信方式の種類やその違いに

ついて理解している。 

インターネット通信の階層構造，

各プロトコルの働きについて理

解している。 

ＩＰアドレス，ドメイン名，ルーティ

ングの基本的な仕組みや働きに

ついて理解している。 

b: 目的に沿って，LAN を構成する

情報機器の接続を適切に考える

ことができる。 

目的に応じて，適切にインター

ネットのサービスを選択して利用

することができる。  

c: インターネットの仕組みやサー

ビスに興味・関心を持ち，問題の

解決に向けて，個人あるいはグ

ループでネットワークの活用につ

いて検討しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 



 

※令和４年度以降入学生用 

  

２ 情報セキュリティ 

・脅威に対する様々な安全

対策について理解する。 

・情報セキュリティを確保す

る方法と技術について理

解する。 

・情報を安全に取り扱うため

の技術について理解す

る。 

 

  

a: 安全対策について理解してい

る。 

適切なパスワードを作成し，設

定することができる。 

コンピュータウイルスなど，マル

ウェアの種類や被害の実態につ

いて理解している。 

不正アクセスなどサイバー犯罪

の種類や内容，被害の実態に

ついて理解している 

b: パスワードの設定と管理につい

て考え，適切に判断して実行す

ることができる。 

サイバー犯罪などの情報セキュ

リティを脅かす事象について、改

善方法を考察することができる。 

c: 情報セキュリティを維持するため

の対策を常に考え、自らの行動

を振り返り、改善しようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

表計算ソフトの活用 

・様々な形状の表の作成を

行う 

・四則計算を活用した表を

作成する 

・合計や平均などのよく使う

関数を活用した表を作成

する 

・簡単なグラフを作成できる

ようになる。 

a: 表の書式が変更できるか。関数

や式を活用した表が作成できる

か。グラフが作成できるか。 

b:状況に応じて必要な操作を選択

することができる。 

c: 表計算ソフトに興味を持って参

加しようとしているか。 

実技テスト 

提出物 

実技テスト 

提出物 

 

提出物 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

１
１ 

～
１
２
月 

第
５
章 

問
題
解
決
と
そ
の
方
法 

１ 問題解決 

・問題解決の手順について

理解する。  

・問題の発見の方法につい

て理解する。 

・問題を明確化する方法に

ついて理解する。 

・解決案を検討したり，整

理・分析したりする方法に

ついて理解する。 

・合意形成を目指した解決

案を決定する方法につい

て理解する。 

・実行した解決案を評価す

る方法について理解す

る。 

a:問題解決の手順を理解している。 

問題解決の評価の方法につい

て理解している。 

b:問題発見のための現状分析の方

法を考え，適切に選択できる。 

問題の明確化のための目的や

目標の設定や，問題の構造を分

析することができる。 

問題の解決案を検討するために

必要な情報を収集・整理し，検

討のための適切な資料を作成で

きる。 

問題の解決案を比較検討する

資料をしたり，問題解決の工程

表を作成したりすることができる。 

問題解決に適合した評価を計

画・実施して，分析しやすいよう

に評価結果を纏めることができ

る。 

c:主体的に問題解決に取り組み貢

献しようとしている。  

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

２ データの活用 

・データを収集したり，整理

したりする方法について

理解する。 

・表計算ソフトの活用方法

について理解する。 

・データを適切なグラフや図

に表現する方法を理解す

る。 

・データ分析の手法につい

て理解する。  

・データベースの種類とそ

の仕組みについて理解す

る。 

a: データを収集したり，整理したり

する方法について理解してい

る。 

 表計算ソフトでの基本的な処理

技術を身に付けている。 

b:問題解決の目的や条件にしたが

って，表計算ソフトの関数を適切

に適用してデータ処理を行うこと

ができる。 

c: 問題解決のため，表計算ソフト

等を用いて収集した情報を処理

したり，グラフで可視化したりする

ことに興味を持っている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ モデル化 

・モデル化の意味について

理解する。 

・モデル化の分類について

理解する。 

・モデル化する手順と方法

を理解し，様々なモデル

を作成する。 

a: モデル化およびシミュレーション

の意味について理解している。 

モデル化の分類および手順と方

法を理解している  

b: 現実の問題をモデル化するた

めに，図的モデルや数式モデル

を作成し，それらに基づいて表

やグラフを作成することができ

る。 

c: 現実の現象についてのモデル

化に関心を持ち，自ら進んでモ

デル化を試みるなど，主体的に

学習に取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

  

４ シミュレーション 

・シミュレーションの意義に

ついて理解し，確率的モ

デルのシミュレーションを

行う。 

・問題解決のためにシミュレ

ーションを活用する。 

a: シミュレーションの意義や方法に

ついて理解している。 

b:具体的な事象についてシミュレー

ションを行い、問題解決につな

げることができる。 

c: 具体的な事象のシミュレーション

に関心を持ち，シミュレーション

を用いた問題解決を意欲的に取

り組む。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

表計算ソフトの活用 

・様々な形状の表の作成を

行う 

・四則計算を活用した表を

作成する 

・仮定や表検索のような業

務で活用できる関数を学

習し、複雑なワークシート

の作成を行う。 

・複雑なグラフを作成できる

ようになる。 

a: 関数が理解できるか。複雑なグ

ラフを作成できるか。 

b: 複雑なワークシートが作成でき

るか。 

c: 表計算ソフトに興味を持って参

加しようとしているか。 

実技テスト 

提出物 

実技テスト 

提出物 

 

提出物 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

三
学
期 

１ 

～
３
月 

第
６
章 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１ プログラミングの方法 

・アルゴリズムを用いてプロ

グラムを表現する方法を

理解する。 

・プログラミング言語の種類

とその特徴について理解

する。 

a: 簡単なアルゴリズムを文章やフ

ローチャート等の図で表現でき

る。 

プログラミング言語のおもな種類

とその特徴を理解している。 

b: 基本制御構造（順次・選択・反

復）を適切に用いて，簡単なア

ルゴリズムを表現できる。  

プログラミングの目的や実行する

コンピュータの種類を考慮して

適切なプログラミング言語を選

択できる。 

c: アルゴリズムやフローチャート等

の表記に，興味や関心を示して

いる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

 

提出物 

 

 

提出物 

２ プログラミングの実践 

・変数を使用したプログラム

を作成する。  

・関数を使用したプログラム

を作成する。 

・多くのデータから目的のデ

ータを探し出すプログラム

を作成する。 

a: 変数を使用して選択構造や反

復構造のプログラムを作成する

ことができる。 

関数の概念を理解して関数を使

用し，簡単なプログラムを作成

することができる。 

b: 関数を活用したプログラムを設

計し，わかりやすく効率的なプロ

グラムを作成できる。  

c:プログラミングに興味を持ち、主

体的にプログラム作成を行うこと

ができる。 

  プログラムの記述を学習者間で

相互評価し，改善してより効率的

なプログラムを作成する努力を

惜しまない。 

定期考査 

実技テスト 

提出物 

定期考査 

実技テスト 

提出物 

 

提出物 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


